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平成19年度 自主硫受訓練指導書安成議座  「転鶴家民かもの救出3‖練」 (三郷市 消防 防 喪組合庁奇

限らぬ運x醜劾め頚顕勧□Q理)逼敵勧0』
大地震はいつ発生してもおかしくありません

頼書を軽減できるように地域防災力を高めましょ

首都直下地震とは
今後10年間で30% 30年 以内に ?0%の 議立で発生すると予測されている

マグニテュード7クラスの路農です

東京腎1閣地師 3 冬す方18時 風遷16mム
日 娘 大霞度 6欧  コ  死者 1万 1千大 日 鞍喜額 112兆 円 日  鷺助全態 35万 棟

(稜吾想定は中央航災会騒蜜筆 平成17年2,25日発表)
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=野 i白 =け 災把績望館臨露会

全,の ⅢⅢで =ご います ユ さと

目iけ よ設発"に あた'関 係S,

に感副Ⅲし上げます

さて 三 郷市にヽ1する自="及

=り 交■はど申しますと 口 in63

年に窮 1,わ 【塔なさ■[ました

私ヨrlもlt■の必郵=を mい ても  ま さおヽ 自 分産

に口って と  ま ちで他人4の 様 lgゎ れた頃でした

そうに 子 正“年に順H斑 略大震次わⅢ■4い たしました

, ■ り弘0は まさに  ま さおヽ の 連資でした 高 速

道々わて臼オヽ ビ ル"【やしつおど■ 祈 りうヽとヽ から火

の■れモうれり 日 本ⅢⅢ芸決め恐ろしさに窪えた日々そ

ありました

□□□□□□団国□
J奏 を進めiい くとての軍となう把ユ会はを打査を合

め11回開にし 事 業のH● た推進=凹 つてまました 実

たした`事 業について報告します

平虚,84F5,20日 (■)日 =け 蜘 章お申青室成ほ産

自=け 蜘 1殻を指尊する妨英リーターを養ば 62名 ″を

受韓

平成18年6■11日 (日)母 全

■に=M大 会速三マ印に 【 R 決 寡 j業 8'tr i

昴車打承認

結合後 た 六光"氏 (■ま名町=長 )を W師 に '次宮

1ヤA渡 4者 の個育についてょりlr勁4刊 受ま套を円に

募加者は110名

平成,3年7月20日 て■)日 =け 共田棟指専■■蔵綺座

484カ F受掛

平成10年0,,● ● (日)指 語奮ネットワーク騒豆●有会

“尊甘ネットワーク発この題,前 明 芸 則 (案) ヨ

茉F,面 (栞)ヽ について意見女thわ1行われました

平成18年 11■ 18日 (■)日 =け 贅邸臨■喜==茂 H塩

ケヽ 名"受 藤

平成10年 12月 15日 (倒 授四ほ発行

機四紙第10号 を発行し i内 全世常に配布

平成19年 11日から平成1募 2月 フ ロックL留 奏章会

Ⅲ内を 6フコックに,け て円に せ 空によっては 米

結成の■会や腎費れ合年も0加 し た 助の現立ヽじ共旬,

機のありかた そ して 4■ に向けて0取 ,組 み専ほ■

をま ,■ 峰打行われました 0加 言は全体て 0ヽ″“

2

三郷"自 主防災組織連絡協議会
会 長 中 村

■観市においてヽ匠神甚町大震友を班引に そ の夜=

顔Ⅲ白=防 英把醸と糟rlま会"充 足いたした次第であり

ます =0“ tlH混県Ⅲ題地震 今 年OⅢ に使豆半島tH

震 '月 =はコi潟県中霞W地 震と,発 してヽります

当EFF議会は 1日分の0は 日分で“る “ たち0"は 私

たヽ″“るJを 合言京に本4て Ⅲl1 0年かを通いたしま

した と trjm 指尊ヤ整H rtとの開設 指 `者 ネットワ

ークの立ち ,●専々 け 災に対しての意激向上を目指し

市動して今りました ま たこのlni間 の活助を定合い

たしまして 平 成 20年 1■ 20日 (日),|二 奪IF文イヒ

会いにおいて同を離志会を開催すら置すとなりました

当ほま全としましては 女今 女 じなまち■く,■=

ヽし=なる努力をしてする所fでありますりで ,奮 共

仰協力のをヽ壊いし 凄拶といたし=す

平成10年 2月,4日 (本) 優 霊研告

に上日椰時期密残屯処を視キ 年前t 日 柄磨のメ■

体制 大 命取防システムについて冊【を受け 4に ヽ何

こ壁t■ に置を見学しました 0加 言は15名

□□回□国国国団国
□回回□日□□固

平成19年 度浩=に おいて ネ 選されました本・IE =業

討正正す予算の経車は次のとちりです

事業8t箇概要
平成19■ 4月2 2日 (日)自 =け 及FI  F F打尊ヤ差成桜座

7F t F  l '年6月 ,日 て■)結 合

平●10年 7■～10月   末 ―ムページ更既

平成19年 9月 2日 (日)■ 妬市塔台防英剖煎

r元【o■ o月s o日 (口)自 ■けチ測練信ヽ言芸"耐 r

平成19年1 0月ヽ1 2 ,   ツ 「ックセ観空茂套

TF F l , f 1 2 " 0日 (町)日 =け 友別q縦塙ヽ青章成離,

平成19年1 2 , l S t t■  憤 円紙草11■窮fr

(市内全T打 に配布)

■成20年 1■2 0日 (日)  F r次 経温合

予算ほ要
収入についてに 会 “ ■ 寄i怖 財登正す前年■4砥

査の合計約 1"万 円を見込んています

=1 " i  護 ま套経費 様 関紙掟行すm及 びプロックや

報資京全揺資をどのユ本資などを計上いたしました
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自主防災組織適播協議会の

設立10周 年を迎えて

て大規いな宮体央帥 `■■してヽ'ます
このような中で 大 規いチ沓時りⅢ急対策活動への取

り紙みは大至互套であり 自 分ヽ実接は自分たちセ■石

「白町J 「 民同=わヤ共に助,tjう 「共助J ,政 によ

う 「公助Jの それてⅢにヽ,な ,,HIlみが求めちれてお

ります

大規強英どの発束直艇において,ま giけ 慶組蔭によ

る共"活 動により 人 命敗助ヽ初期消火といった初助"

広お【行われることおi械宮り車崩に大営rrlJ割を其たすも

のと期Ⅲ言11ております

本市におさましても お 防力 白 =17え 組織の充実

災S崎 空要甚イ迂態支援ブランの策定 さ らには,奴 市

地城陽大計画り全面見正しを tHるとともに 11槙 "年 の

洪水■■埼にヽ お 浸本把定区域ヽ透環情伸 を摘設し

たな水ハす―トマッブの策定など 安 全 質 さりまちウ

くりに向け臣極的に砥質を推進して尊りますので ,に

とも 皆 様のと聖郎 ご 臨力をお中い●し■ アます

結びにあたり 賞 ごFF霞議会の五■りま=茂 どHl係を

■の=健懸 =多 手を心から打を,し 上げまして 批 辞

といたします

三郷市長

木津 雅 晟

=り 度 三 郷市自iけ 次l■題遷驚阻紙会が 10周 年を

迦えましたことを 心 よりヽ 観い,し 上,デます

景逮落臨蔚全にお=ま しては 設 立メズ 今 日まで

す内の1lS自=防 友との中化として活動きな け次"蔵

技術の習βをはしめ 地 質のFt■リーターの養成を目

指した 指 尊密箕成打座の問になど 距 域け災力の向上

t多大なるご尽"を 瞬わり 浜 く専離中し上げます

わが日は 四 季打■の日探にままれている半面 台 目

ヽ奏雨り発生しヽ すい無 衣■にあり ま た そ の出形

的要口により地震り発と↓多く 縦 年のようこ全国占地

平虚  0年 12日

平成  0年  1月

0月

S,

12月

平成 10年  2月

0月

手茂 1,年  0日

三第古日主既友紅細速親協藤■奇氏

に,す 市 内0フ ]ッ クに分けて立

切会を側艦

協議誉設立準備奏H会 を設立 20

ちり設立姿塩奈真を選出

結成驚会において臨蔚今全副が承認

され 鶴 議爺 動を開転  ″ タロ存

が加盟

初じての事業として 秘 R会 を田nt

(窮i口離まは (財)消防科″総合

tン ター単日常可氏を経師に迎える)
「みさと宮="災 報J第 1,こ 勇行

i内 フロック付鞭資滝套ビ事案とし

て開暗

け災砥設車の担索m宮 を事済として

Flい

て県防愛年営tン ター (吹■町)と 県

レ共航空FE O“再■)を 提知

楢全後に自i膨 大会打ヽもの事例発表

会を州鮮
ヽこ鑑臨驚全コ,留10 0回4突 密～

ヤ成15年12月1日現在て10 1団体

こ経ほ饉■のホームベーンを岡霊
「崎玉県宮主防及配森指導者養成掛

座フォ「―アッ翔 ほJへ の研な派
と■J翻 把胸  (=期 打【図羅)

=郷 市搭台防大副擦への,加 艦カホ

姉まう

1,月  東 rrp真把区企画 lr奈 (確R会 )かイ行

われる (陣臼県把ほけ火tン ター地

震け災アド′ヽイす― "競 信E氏 を

護師に迎える)

平虚 ,7年  2月  観 察冊4て  塩 声市四鑑自=町 災毒

只芸と交流

0月  「 自=け 宏訓資信Ⅲ者甚成耐度Jを

す業として閣埼
11, 掟 歩韓宅副練に0加 (東京都V東標

預公園おヽらil役所までの103(■ )

平成 ,B年  2月  み ごと回把 さ つ首平地区在蔵=禁

(観察“【)"【行われる

(第10同防■対慶技術にを'察 )

0月  埼 事千キットワーク発定|こ向け 準

砲=を 設立 0そ の,話 人を選[

平成 10年  6月  ツ コック"【「みさと口的 と 「ごつ

=TrJに 分かれ 市 内“ブロックに

なる

1●コ 情 車育キントワ~ク 発足全体=に お

いて会則"承 認吉れ 柿 車音■ッ,
一クが■■ 72■ ん子会員に加入

平蔵 1 0 年  2 月

0日
三掛市白主防共紅練連第ほ韓会は  「日かり,は 自/1で

守な 私 たとり胡は私たヽわ守 るJを 合言車に 今 後ヽ`

日,町 次套活動の促進を四り 望 なる地域lj災力の向 しの

たちに活動してまいり=す
0 ,
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0の
Ⅲ l l武卜 (■まむうた●ひこ)i t

l t Xンステム,協 所所景
■州Ⅲ自主防■他蔑連絡は議会 1い口年記を

Ⅲ紫として l破 耐演会を次のとおⅢ帆砥いた
します
!近 所お話い合わせのうえ お 廷しください

H 時  平 成 20年 1月 20日 (日)

討減 14時 00分～16け00,ま i

場 所  二 打市文イヒ会佐小ホール

(「F颯 1,時 ,0分 一)

註 師   |サ 災システム研究所
Pl民 “ 村武言氏

航 麺  「 Hi肪 災細結の使市ど格勧J

李加市Wの 方は 人 壕革"必 要となりますの

で 12月 25日(火)=て に下記へご連絡ください

ヽ問い令わせ

手訪局 ■ 締市=全 rfttw

電帝 033-1111 内 線 7800

1,●4i′ 斬嵐■優う水ランティア活mを Ⅲ確に町■71
′`イ■―をヽ十

190S,/,■ ■lF功印をとしてf十■lt術,iFt宮 OrR
IやOSi/販 ll ☆ 町六■■えすサrin ttt規 |,スリし“

助 田 査i勧 を実に
中略
2101■ /新 出ⅢⅢ赳lu硬  ス マトラ‖Jし臣rtr細 査
20oSf′ 福口早西″沖地震 幅 "に rrit練Ⅲ佐 'ヽキス

タン1印 把渡現地細奇
20064/ヽ HK4,Tヽ  ま う“マ"ブ ンiは師 'iワ

巨南苺“ほ■班苺= ハ リケーン方トリーテ凛
地田ヽ

210,千 ′に王■蔦拒於霊紅競査 Ⅲ とⅢ地湾提肛却在
本ルー地ほ現地調査

■取卓=主 を担● ■ J ナ ロ エ となどの現岬Wiは
〕?0“ "IIt/上 =0的 見をi卜かし け 央 た はr聖
葦求は全国て 1000口 を超えう 大 fた ヽのlhA市
ⅢⅢ■畷官型■ニュアル チ ■売■liO」準 縦,||ロ
(ECP)京 たにす面 ■ 践0わけ夕 に 岐含理の年一ムイ
とⅢⅢⅢtiい ち
=た ■鳴 (確F■ ■)
すFl j■'ス テム研ヽ所所長
☆Ⅲ悔,l r■副揮活■化対■■=R
す肛筑門境型在業と結■越譲1=
☆け大村"" n = R合 キ!
す口末キ悦よヤ〕卜,幼 lr師など

指導者ネットワークが発足しました
侑専者ネットワークは 白 i防 文 Fl爺な白,行 う

防友前‖組の指導者t雄 成するたちの 百 =防 支訂1部

指導者桂成 l旭催了者により 組 約言前ました

平成 10年 1,月 2中 |十(■) 72名 のに子者

の方々により死兄今大会わt行われました 今 l・7は

0自 主的抑 浄指専者基'計 庁0指 導 0有 1:防次

際 ―
°

「平立 19年 10月 2

n I革者ネッ

0日 (■)

トワーク発足全体をJ

ヨ‖練への,ほ撲縮力 0自 十“どをどの活動を行い

地域の防災け―ターとして地域肪災力の向■を円,

てまいります0て  市 民め皆さrtのご柏力をおrrい

いたします

4宮導者ネットワーク役員
化 切 H21331ま で)

代 = ■ m ttI

(,,,=ス トI F14 1■血百お4白 i助 ■4)

副イt= iR L 雫 ■

(=基 早lH□お五十i宅岬 打`日 iう え全)

コ|モ″ Ⅲ 口 荘 ■

(合日章町会日i劣 大会)

ヽ , P″ イ 綺 "

(■摘日一TH町 =■ ■防■■)

軒 “  水 " 町

(喧町 1丁 ni木 打町■ビ=町 ■■)

軒 J「 ■ い こム予

(■,傷 nTF,的 =百 =陀 】■)

4 ■  ■ 野 ヤ

【ユさとヽ ■●宅B=り ■全)

rr/‐



第 1 l  S み さ と 自 圭 崎 奨 報

第 17回 自主筋災訓線
(建蔑場所宿泊留練)

お'向 の前紙 =盟し o加 すの方から景京お仰慧見 師
控察"Fあり 今 “のll t ,副熙にイ,立ててい=た いと思い

ます

みきと第一ttttRttlyJ災会
9,22日 (■)ヽ 21日 (日)の 両日にかけて し

■訂経 避 慰場所宿泊剖練を実砥ウました

0カH吉は 22日 ″8Ⅲ 45ケ 晴,卜 に案合 147そ
か夢拘,し 速 態逓■ テ ント,営  価 局トイレさ置 _‐
苺 裕 0守 のを割無にヽ卜に■,消 みました

信脚 縦は ,■ とHだ けて行われました ,ン トの

本 ま い ■のべ二十厳の上にブルーシートを取いたヽの

であ, こ 布―転をLヤ 積 tなってみてヽいりあちこち

ゎFれくをてぃうれません ヽ こて 管 理す務所から臣市

中4//を惜り出し一列に並べ付になりました 21日 1

li頌になると,し 4"Jて 首■した テ ントカi′ヽ夕′ヽタ

吉を立てFH田風】人つて言ます

気温も下力1って言てモ布 紅では本( た かたが=付
けません ヽう一つのセⅢⅢないほ日は ネ前テントの
ま員たの高し声です 在■″)ことて 会長iヽ小■て市
していますわ“ 15Ⅲ 鷲れたテントつ,そ 二くfTlこえま

す ヤ ライ′ヽンーのにほなど察理た話だと思いました

ま神技革大産火ヽ中越II地震の直後は テ ントて盛建

ヽ活を“いられた人わて夕くいました モ の方イリ仰ヤ"
もgし ちれたテントての一出てした
2,“ ま F劇 1時 JOケ tA●  100人 以上か李
l「r ■ Ⅲ′、タッ■の初期Ⅲ大部蔵の“ 裕 資ョlrF iよ
るレ■どアル7,米 0■ 日ご傾に手骸をうちました な

新和四丁目町会自主防災会

10,28● (a lHす れ市内時より■11 1 lrT3 0
,ま て 0■ 宮 15 1石

今日仰 紙の考"B年 は 出 定て工醸おヤ科=町全員
に知らせなことと 共 助0精 llを■獅しえ宮轟者への強
りをヽすE態 紙毒削紙を実施しました 袴 無収案名遠訓

凝では 広 鷲車によるrrぢ打けど 町 套ヨ享 (H長)|こ
よちロコミを併用し細分イヒした=避 を実価しました 避
難ま導■1ユロコミ時1=紅自の求配を把爆し ブ Dッ クニ
ヽ古見東申と狂軽人数の短Sを すとこととしました ,ト

ヤ時において優先どれることは正にな付報と安全な4動
j4 =車と考え ,拒 共真隣してい言たいと,い ます モ
リ“の和1糾については指導者■在のためtr練李加吉とけ
次誉やAと 臨苺しなん1うオn‐時に近い制縦わ【■開された
ことは収種であつたまうにない=す  補 奏打水削紙ては

今加青個人がA欧 などにRし た,航 に抵暇し 副 縦終 r

″のま査に如付をヽラていました ● 4点 として ■■
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O家 族で連絡究を3″所以上決めておこう
地震発生時 家 族の費杏がとても心配です 遠 臨地に親類や

知人がいる糧合 速 路先の 1つにしておくとよいでしょう
03日 分の水と食ほt備 蕎しよう
地震の規娯によつては食組等の支援が遷れる可能性がありま
す 備 青fFは最ほ3自分は用意しましょう
( 水は 1 人 1 日  3 リ ッ トルZ 寝 です)

O家 具の転自 落 下防上をしておこう
〇過去の地震の教剖を学んでなこう
×防災に関する情報は速籍楓議会ホームベージをご覧くだとい

雛 備 壊暴 】健
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